
 

 

 

 

杉山捺加副委員長 

  

ジュニア副委員長 再開あいさつ 

それでは，意見交換会を再開します。 
 

 私は，51 番 宇都宮短期大学附属高等

学校 2 年の杉山捺加と申します。 
これより副委員長として，再開後の進行

を務めさせていただきますので，よろしく

お願いいたします。 
 

 それでは，ＴＨＥ！環境部会から，発言をお願いします。 
 

19 番 前橋優子議員 

 星が丘中学校 2 年の前橋優子です。 
先ほど屋上緑化をするときに，都市緑化基金を利用してはど

うかと提案いたしましたが，具体的に都市緑化基金はどのよう

なことに利用されているのでしょうか。使い道を教えていただ

きたいと思います。 
 
杉山捺加副委員長 

 ただいまありました質問について，市の回答をお願いします。 
 

 
田辺義博公園緑地課長 

ただ今の前橋議員のご質問にお答えいたします。 
都市緑化基金の具体的な使い道ですが，まず，地域緑化花苗配布ということで，自治会

などの地域で行う緑化活動に対して，花苗ですとかプランターを現物で支給しております。 
また，緑化ボランティアを育成する講座の中での実習用教材などに緑化基金を使ってお

ります。その他に，皆さんも勉強したと思いますが，小学校 3 年生のときの副読本で，「み

どりはともだち」という本を出していますが，これも緑化基金で行っております。その他

に出生の記念樹や家を新築したときの記念樹も緑化基金でやっております。 

ＴＨＥ！環境部会



さらには，平成 12 年に全国都市緑化フェアが開催されまし

た。これは，パナパナの森があったところですが，壬生町と

宇都宮の瑞穂野町の大きな公園で行いまして，この時に，市

民の緑化意識の高まりを継続的にするために，花と緑のまち

づくり推進協議会というものを立ち上げまして，その活動も

緑化基金で支援しております。 
様々な事業の中で，緑に関するものに緑化基金を使ってお

ります。以上です。 
 
杉山捺加副委員長 

 ありがとうございました。 
 続いて，質問をお願いします。 
 

36 番 柿田栞議員 

宇都宮海星女子学院高等学校 2 年の柿田栞です。 
先ほどのご答弁の中で，平成 24 年度における温室効果ガス

の排出量を，平成 15 年度と比べて 17％削減することを目標と

しているとのお話がありましたが，現在どの位削減されてい

るのか，できれば教えて下さい。よろしくお願いします。 
 
杉山捺加副委員長 

 ただいまありました質問に対して，市の回答をお願いしま

す。 
 
石井孝男環境政策課長 

 柿田議員のご質問にお答えいたします。 
今年 2 月に，宇都宮市地球温暖化対策地域推進計画を策定

いたしました。この中で，市民 1 人または 1 事業者あたり，

それぞれ 17％削減するということで，具体的には削減目標を

CO２で 84 万 9 千トン削減するという目標を立てております。 
この排出量につきまして，当然，目標を達成するためには

この排出状況を把握していく必要がございます。しかしなが

ら，この排出量の把握につきましては，各種統計資料のデー

タをもとに市内の温室効果ガスの排出量を推計するというこ

とで行っております。現況年度を 15 年度にしたということは，

最新の統計情報で 15 年度を把握できたためでありまして，それ以降のものにつきまして，



まだ把握ができておりません。しかし，目標を達成するためには，排出状況は当然把握し

ていく必要がございますので，今後，必要に応じて把握に努めていきたいと考えておりま

す。 
それから，参考までにですが，市では住宅用の太陽光発電システムを設置した場合には，

補助金を出しております。平成 15 年度から 18 年度までは，689 件の補助金申請がござい

まして，約 2 千 7 百キロワットの太陽光発電システムが設置されました。約 2 千トンの CO

２が削減されているという状況です。 
計画の中でも削減効果を計算しております。例えば，平成 22 年には，その他プラスチッ

ク製の容器包装を分別収集していきたいと考えております。これによって年間 2 万トンの

CO２が削減できます。以上でございます。 
 
杉山捺加副委員長 

 ありがとうございました。 


